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古
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定

―

は
じ
め
に

　

池
田
と
小
田
は
共
同
研
究
と
し
て
、
国
文
学
お
よ
び
書
道
史
に
か
か
わ
る
古
筆
切
資
料
の
書
写
年
代
を
実
証
す
る
た
め
に
、
か
つ
、
加

速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
法
の
正
確
度
・
有
効
性
を
確
か
め
る
た
め
に
、
古
筆
切
・
古
文
書
・
古
写
経
な
ど
の
加
速
器

質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
を
続
け
て
き
た（

1
）。
本
誌
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
二
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
て
き
た
、

百
点
を
超
え
る
炭
素
14
年
代
測
定
の
う
ち
か
ら
主
な
資
料
の
測
定
結
果
を
一
覧
に
し
て
示
し
も
し
た（

2
）。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
新
た
に
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
表

題
を
「
新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
」
と
改
め
、
連
載
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
は
そ
の
Ⅲ
で
あ
る
。

　

は
じ
め
て
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
に
接
す
る
人
の
た
め
、
古
筆
切
お
よ
び
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14

年
代
測
定
に
つ
い
て
の
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
が
、
繰
り
返
し
旧
稿（

3
）に
述
べ
て
あ
る
し
、
紙
幅
を
費
や
さ
ぬ
た
め
に
も
、
そ
れ
に
つ

二
一
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二
二

い
て
は
省
略
に
し
た
が
う
。
つ
い
て
は
、
旧
稿
「
古
筆
切
の
年
代
測
定

―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定

―
」（『
中

央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、「
続 

古
筆
切
の
年
代
測
定

―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測

定

―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
九
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、「
古
筆
切
の
年
代
測
定
Ⅲ

―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭

素
14
年
代
測
定

―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
三
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

数
値
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
一
標
準
偏
差
（
1
σ
）
の
誤
差
範
囲
内
に
真
の
年
代
が
入
る
確
率
は
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
標
準
偏

差
（
2
σ
）
の
誤
差
範
囲
内
に
真
の
年
代
が
入
る
確
率
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
を
歴
史
年
代
に
較
正
し
た
も
の
が
較

正
年
代
で
あ
り
、（ 
）
内
の
数
値
で
あ
る
。（ 

）
の
前
の
数
値
が
誤
差
範
囲
の
上
限
、（ 

）
の
後
の
数
値
が
誤
差
範
囲
の
下
限
の
歴
史
年

代
で
あ
る
。

　

な
お
、
執
筆
分
担
は
、
資
料
解
説
が
池
田
、
測
定
結
果
の
分
析
が
小
田
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

今
回
の
報
告
（
二
〇
一
九
年
度
測
定
分
）
は
、
Ⅰ
に
お
い
て
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
書
写
の
歌
書
・
物
語
に
つ
い
て
、
Ⅱ
に
お
い
て
平

安
時
代
書
写
の
装
飾
写
経
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
通
説
の
成
立
年
代
順
に
記
し
た
。
さ
ら
に
、
Ⅲ
に
お
い
て
平
安
時
代
書
写
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
後
代
の
写
し
と
推
察
さ
れ
る
消
息
・
歌
書
に
つ
い
て
記
し
た
。

Ⅰ　

平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
書
写
の
歌
書
・
物
語

一　

伝
小
野
道
風
筆　

継
色
紙

　

伝
小
野
道
風
（
八
九
四
～
九
六
六
）
筆
継
色
紙
は
、
平
安
時
代
書
写
の
仮
名
古
筆
の
中
で
も
最
高
の
書
芸
作
品
で
あ
り
、
か
つ
最
古
級

の
書
写
に
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
升
色
紙
・
寸
松
庵
色
紙
と
と
も
に
三
色
紙
と
し
て
並
び
称
さ
れ
る
。



　

継
色
紙
に
書
写
さ
れ
て
い
る
和
歌
は
、
万
葉
集
歌
（
六
首
）、
古
今
集
歌
（
二
八
首
）、
出
典
未
詳
歌
（
一
首
）
で
あ
る
。「
夏
下
」「
冬

上
」「
恋
一
」「
恋
三
」
と
部
立
を
書
い
た
断
簡
が
あ
る
の
で
、
元
の
規
模
は
、
春
上
中
下
、
夏
上
下
、
秋
上
中
下
、
冬
上
下
、
恋
五
巻
、

雑
五
巻
の
、
全
二
〇
巻
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
今
集
の
真
名
序
に
み
え
る
続
万
葉
集
の
抄
写
本
と
い
う
説
（
久
曽
神
昇
『
仮
名
古

筆
の
内
容
的
研
究
』
ひ
た
く
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、
続
万
葉
集
か
ら
古
今
集
へ
の
編
纂
過
程
の
稿
本
で
あ
る
と
い
う
説
（
小
松
茂
美
『
古

筆
学
大
成
16
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
が
、
未
詳
の
私
撰
集
と
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
の

完
本
の
断
簡
で
は
あ
り
得
ず
、
詞
書
・
作
者
名
を
省
い
た
抄
出
本
、
調
度
手
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
ま
で
、
石
川
県
大
聖
寺
前
田
家
に
零
本
一
帖
が
原
形
の
ま
ま
伝
存
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
写
本
の

原
態
が
粘
葉
装
の
内
面
書
写
で
あ
っ
た
と
判
明
し
て
い
る
。
粘
葉
装
と
は
、
料
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、
そ
の
外
面
の
山
折
り
の
部
分
の
縁

を
糊
代
に
し
て
貼
り
合
わ
せ
た
冊
子
本
の
体
裁
を
い
う
。「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」（
石
山
切
）
な
ど
、
平
安
時
代
写
本
に
例
は
少
な

く
な
い
。
内
面
書
写
と
は
、
二
つ
折
り
に
し
た
料
紙
の
内
面
の
み
に
書
く
も
の
を
い
う
。
通
説
で
は
、
他
に
国
宝
「
三
十
帖
冊
子
」（
空
海

が
入
唐
中
に
作
成
し
た
経
典
の
冊
子
）
が
あ
る
の
み
で
、
す
こ
ぶ
る
希
少
な
書
写
形
態
と
さ
れ
、
継
色
紙
の
古
さ
を
示
す
徴
証
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、「
比
較
的
古
い
時
代
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
説
く
も
の
も
あ
る
が
そ
れ
は
誤
り
で
、
あ
る
種
の
仏
書
（
真
言
宗
の
諸
尊
法
の
桝
形
本

な
ど
）
で
は
伝
統
的
に
こ
の
装
訂
を
用
い
、
新
し
く
は
明
治
以
降
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
版
本
の
例
は
、
高
野
版
や
浄
土
真
宗
の
和
讃

本
な
ど
、
ほ
ぼ
仏
書
関
係
に
限
ら
れ
る
。」（
落
合
博
志
「
写
本
の
書
誌
に
お
け
る
諸
問
題
」『
写
本
に
つ
い
て
』
国
文
学
研
究
資
料
館
）
と

い
う
。

　

書
写
年
代
は
、
今
触
れ
た
内
面
書
写
と
い
う
書
写
形
態
を
は
じ
め
と
し
て
、
歌
の
古
さ
、
仮
名
遣
い
の
古
さ
（
ア
行
の
「
え
（
衣
）」
と

ヤ
行
の
「
え
（
江
）」
の
正
し
い
使
い
分
け
）、
草
仮
名
字
体
の
多
さ
な
ど
を
根
拠
に
、
小
野
道
風
真
筆
で
九
〇
〇
年
代
半
ば
頃
と
す
る
も

の
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
草
仮
名
の
使
用
率
が
高
い
こ
と
を
以
て
書
写
年
代
の
古
さ
の
証
し
と
す
る
こ
と
に
は
、
別
の
考
え
方
も
で

き
る
。
継
色
紙
に
は
、「
移
／
い
」「
祈
／
き
」「
俱
／
く
」「
素
／
そ
」「
致
／
ち
」「
帝
／
て
」「
寶
／
ほ
」「
廬
／
ろ
」「
露
／
ろ
」
な
ど
、

万
葉
仮
名
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
珍
し
い
草
仮
名
字
母
、
他
の
平
安
古
筆
和
歌
資
料
に
は
用
い
ら
れ
な
い
草
仮
名
字
母
が
少
な
か
ら

ず
用
い
ら
れ
て
お
り
、
意
図
的
に
珍
し
い
草
仮
名
字
母
を
選
ん
で
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
新
た
な
挑
戦
、
美
的
実
験
で
あ

二
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二
四

り
、
後
代
的
で
あ
る
こ
と
の
証
し
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
確
認
で
き
る
継
色
紙
の
和
歌
は
、
最
新
の
研
究
（
島
谷
弘
幸
「
新
出
の
継
色
紙
の
紹
介
と
考
察
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
東
京
国
立
博
物

館
研
究
誌
no
6
0
9
』
二
〇
〇
七
年
八
月
）
に
よ
れ
ば
、
三
五
首
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
歌
の
上
の
句
の
み
し
か
伝
存
し
て
い
な
い
も

の
二
首
、
歌
の
下
の
句
の
み
し
か
伝
存
し
て
い
な
い
も
の
一
首
、
江
戸
時
代
の
臨
書
の
二
首
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
写
真
版
で
確
認
で
き
る
三
五
首
よ
り
多
い
継
色
紙
の
和
歌
を
あ
げ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
一
九
六
一
年
刊
の
久
曽
神
昇
『
古

今
和
歌
集
成
立
論
』（
風
間
書
房
）
は
、
三
六
首
を
翻
刻
し
て
い
る
。
こ
の
三
六
首
は
、
一
九
六
六
年
刊
の
飯
島
春
敬
『
伝
小
野
道
風
筆　

継
色
紙
』
の
「
釈
文
」（
書
芸
文
化
院
）、
一
九
八
〇
年
刊
の
久
曽
神
昇
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』「
第
一
章　

仮
名
古
筆
概
論
／
一　

初
期
の
仮
名
古
筆
／
乙　

伝
小
野
道
風
筆
継
色
紙
」（
ひ
た
く
書
房
）、
一
九
八
八
年
刊
の
『
新
編
国
歌
大
観
巻
六
』「
継
色
紙
集
」（
角
川

書
店
）
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
に
、
今
よ
り
五
〇
年
か
ら
三
〇
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
右
の
三
著
書
に
は
、
最
新
の
島
谷
論
文
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
た
新
出
断
簡
歌
「
恋
一
よ
し
の
か
わ
い
は
な
み
た
か
く
ゆ
く
水
の
は
や
く
そ
ひ
と
を
お
も
ひ
そ
め
て
し
」（
古
今
和
歌
集
・
恋
一
・

4
7
1
）
は
、
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
新
出
歌
を
久
曽
神
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
』
の
あ
げ
る
三
六
首
に
加
え
て
数
え
れ
ば
、

久
曽
神
論
文
は
合
わ
せ
て
三
七
首
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
最
新
の
島
谷
論
文
が
掲
げ
る
現
在
確
認
で
き
る
和
歌
の
数
三

五
首
よ
り
も
、
久
曽
神
論
文
は
二
首
多
く
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
二
首
の
う
ち
の
一
首
は
、「
ふ
る
さ
と
は
み
し
こ
と
も
あ
ら
す
を
の
の
え
の
く
ち
し
と
こ
ろ
そ
こ
ひ
し
か
り
け
る
」（
古
今
和
歌
集
・

雑
歌
下
・
9
9
1
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
陽
明
文
庫
蔵
『
大
手
鑑
』
に
押
さ
れ
て
い
る
一
葉
（
下
・
表
・
1
5
2
）
で
、
色
紙
を
継
い
だ
料

紙
に
上
の
句
と
下
の
句
を
散
ら
し
書
き
し
て
い
る
。
縦
一
三
・
四
セ
ン
チ
、
横
二
六
・
八
セ
ン
チ
。
こ
の
寸
法
、
色
紙
を
継
い
だ
料
紙
、

上
の
句
・
下
の
句
を
左
右
半
面
ご
と
に
散
ら
し
書
き
す
る
体
裁
が
、
こ
と
ご
と
く
継
色
紙
に
共
通
し
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
る
歌
も
古
今

和
歌
集
の
歌
で
、
古
今
和
歌
集
・
万
葉
集
・
出
典
不
明
歌
か
ら
な
る
継
色
紙
の
歌
と
し
て
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
筆
跡
が
、
高
野

切
よ
り
も
優
れ
た
老
熟
し
た
仮
名
と
さ
れ
る
継
色
紙
の
筆
跡
と
は
違
う
。
震
え
の
あ
る
侘
び
た
線
質
、
繊
細
だ
が
勁
い
線
質
の
継
色
紙
と

は
異
な
る
。
久
曽
神
氏
は
、
料
紙
・
寸
法
・
散
ら
し
書
き
な
ど
の
継
色
紙
と
共
通
す
る
要
素
を
重
く
み
て
、「
原
料
紙
の
裏
面
を
利
用
し



て
、
古
い
時
代
に
模
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」（『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』
五
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
継
色
紙
の
古

い
時
代
の
写
し
と
判
断
し
た
よ
う
だ
。「（
臨
写
）」
と
記
し
た
上
で
、
継
色
紙
の
一
葉
に
数
え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
平
安
か
な
名
蹟
選
集　

伝
小
野
道
風
』（
書
芸
文
化
院
、
一
九
六
八
年
）、『
日
本
名
跡
叢
刊　

平
安　

継
色
紙
』（
二
玄
社
、

一
九
八
一
年
）、『
原
色
か
な
手　

伝
小
野
道
風
筆
継
色
紙
』（
二
玄
社
、
一
九
八
二
年
）、『
古
筆
学
大
成
16
』（
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）

な
ど
、
あ
ま
た
あ
る
書
道
・
古
筆
関
係
の
書
籍
は
、
筆
跡
の
違
い
を
重
視
し
て
か
、
こ
の
陽
明
文
庫
蔵
『
大
手
鑑
』
に
押
さ
れ
た
一
葉
を

継
色
紙
と
は
認
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
歌
を
継
色
紙
の
歌
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
も
な
い
。
や
は
り
、

図 1 　継　色　紙

い
そ所

の
か
み見

　
　
　
　

 

ふ
る
か
ら羅

　
　
　
　

を乎

の能

ゝ
も
と登

　
　
　
　
　

 
か可

し
は者

　
　
　

も
と
の
こ
ゝ
ろ
は者

　
　
　
　
　

わ
す春 

ら羅 
れ連

　
　
　
　

な
く
に爾

存
疑
と
し
て
、
継
色
紙
に
は
含
め
な
い
で
お
く
の
が
慎
重

な
態
度
と
思
わ
れ
る
。

　

久
曽
神
論
文
が
掲
げ
る
、
他
書
に
は
み
え
ぬ
も
う
一
首

は
、「
い
そ
の
か
み
ふ
る
か
ら
を
の
ゝ
も
と
か
し
は
も
と
の

こ
ゝ
ろ
は
わ
す
ら
れ
な
く
に
」（
古
今
和
歌
集
・
雑
歌
上
・

8
8
6
）
で
あ
る
。
久
曽
神
論
文
は
断
簡
の
所
蔵
先
を
い

っ
さ
い
記
し
て
い
な
い
し
、
写
真
も
掲
載
し
て
い
な
い
の

で
、
ど
こ
で
こ
の
継
色
紙
の
歌
を
採
取
し
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
写
真
が
な
く
、
そ
の
実
体
が
確
か
め
ら
れ
な
い

た
め
か
、
こ
の
歌
も
ま
た
、
あ
ま
た
あ
る
書
道
・
古
筆
関

係
の
書
籍
に
は
継
色
紙
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
し
、

ま
っ
た
く
言
及
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
歌
を
書
い
た
継
色
紙
が
あ
ら
わ
れ
た
。

料
紙
は
赤
み
の
さ
し
た
茶
の
染
め
紙
、
縦
一
二
・
八
セ
ン

チ
、
横
二
一
・
一
セ
ン
チ
。
継
色
紙
の
原
寸
は
縦
一
三
・

二
五

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅲ
（
池
田
・
小
田
）



二
六

四
セ
ン
チ
、
横
二
六
・
八
セ
ン
チ
ほ
ど
で
余
白
を
広
く
と
っ
て
い
る
ゆ
え
、
本
断
簡
は
上
下
左
右
を
裁
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
。
本
来
の
左

右
見
開
き
の
折
り
目
（
中
心
線
）
は
五
行
目
の
一
、
二
セ
ン
チ
右
側
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
左
端
の
裁
ち
落
と
し
が
四
か
ら
五
セ
ン
チ

あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

右
半
面
に
「
い
そ
の
か
み
／
ふ
る
か
ら
／
を
の
ゝ
も
と
／
か
し
は
」
と
四
行
に
、
左
半
面
に
「
も
と
の
こ
ゝ
ろ
は
／
わ
す
ら
れ
／
な
く

に
」
と
三
行
に
散
ら
し
書
く
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
筆
運
び
、
端
正
な
字
形
、
筆
先
が
割
れ
た
ま
ま
筆
を
運
ぶ
と
こ
ろ
な
ど
、
他
の
継
色
紙

と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
二
行
目
「
羅
」、
三
行
目
「
ゝ
」「
毛
」「
登
」、
五
行
目
「
乃
」
の
終
画
は
、
筆
を
抜
き
流
す
こ
と
な
く
止
め
お

さ
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
他
の
継
色
紙
の
筆
遣
い
と
同
様
の
特
徴
で
あ
る
。
字
形
、
筆
法
か
ら
み
て
も
、
新
出
断
簡
は
他
の
継
色
紙
の

特
徴
と
合
致
し
て
い
る
。
久
曽
神
論
文
が
掲
げ
て
い
た
三
六
首
目
の
継
色
紙
の
出
現
で
あ
る
。

　

こ
の
断
簡
は
古
筆
手
鑑
に
押
さ
れ
て
い
た
た
め
、
剝
が
し
て
年
代
測
定
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
右
端
の
余
白
を
一
ミ
リ
切
り
出
し
、

測
定
を
お
こ
な
っ
た
。
古
く
か
ら
の
伝
え
ど
お
り
小
野
道
風
の
時
代
か
、
あ
る
い
は
色
紙
を
継
い
だ
料
紙
装
飾
が
共
通
す
る
伝
行
成
筆
古

今
集
切
（
未
詳
散
ら
し
歌
切
）
と
同
じ
一
〇
〇
〇
年
頃
（「
古
筆
切
の
年
代
測
定　

補
遺
」『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
五
九
号
、
二
〇

一
六
年
三
月
）
か
、
は
た
ま
た
さ
ら
に
後
の
院
政
期
か
、
い
ず
れ
の
年
代
が
出
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

炭
素
14
年
代
の
中
央
値
は
6
7
2
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
誤

差
範
囲
が
6
7
2
±
４
０
［
Ｂ
Ｐ
］、
こ
れ
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
2
9
0
（
1
3
0
7
）
1
3
2
9
、
1
3
4
0
（
1
3
6
3
、

1
3
8
5
）
1
3
9
6
で
あ
っ
た
。
一
二
九
〇
年
か
ら
一
三
九
二
年
の
間
、
も
し
く
は
一
三
四
〇
年
か
ら
一
三
九
六
年
の
間
で
、
鎌
倉
時

代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
と
い
う
意
外
な
測
定
結
果
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
百
点
以
上
に
お
よ
ぶ
古
筆
切
の
測
定
の
中
で
二
、
三
点
、
古
い
料
紙
に
何
枚
も
の
薄
い
裏
打
紙
が
施
さ
れ
て
い
て
、
裏
打

紙
を
一
緒
に
測
定
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
場
合
、
本
紙
と
裏
打
紙
の
中
間
の
年
代
が
出
て
し
ま
う
。
新
出
断
簡
は
、

裏
打
紙
だ
け
で
な
く
、
本
紙
の
皺
を
補
強
す
る
た
め
に
、
紐
状
の
小
紙
片
（
折
れ
伏
せ
）
が
少
な
か
ら
ず
本
紙
の
裏
面
に
施
さ
れ
て
い
た
。

裏
打
紙
を
取
り
除
く
こ
と
に
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
た
が
、
こ
の
折
れ
伏
せ
の
小
紙
片
が
混
入
し
た
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
慎
重
を
期
し
、
折
れ
伏
せ
の
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
再
度
測
定
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
炭
素
14
年
代



の
中
央
値
が
6
5
1
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
誤
差
範
囲
が
6
5
1

±
４
５
［
Ｂ
Ｐ
］、
こ
れ
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
2
8
2
（
1
2
9
7
）
1
3
2
0
、
1
3
5
0
（
1
3
7
5
、
1
3
7
5
）

1
3
9
1
で
あ
っ
た
。（ 

）
内
に
1
3
7
5
が
二
度
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
小
数
点
以
下
を
切
り
捨
て
た
た
め
で
あ
る
。
一
二
八
二
年

か
ら
一
三
二
〇
年
の
間
、
も
し
く
は
一
三
五
〇
年
か
ら
一
三
九
一
年
の
間
で
、
一
回
目
の
測
定
結
果
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
や
は
り
鎌
倉

時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

意
外
な
結
果
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
ど
こ
か
と
い
う
想
定
は
裏
切
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
推
察
さ
れ
る
の
は
、
三
つ
の
可
能
性
で
あ

る
。
第
一
の
可
能
性
は
、
現
存
す
る
継
色
紙
が
す
べ
て
鎌
倉
時
代
書
写
で
あ
る
可
能
性
。
た
と
え
ば
伏
見
天
皇
な
ど
の
上
代
様
の
名
手
が

原
本
を
臨
書
し
、
原
本
は
湮
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
伏
見
天
皇
は
か
の
秋
萩
帖
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
し
、
秋
萩

帖
の
第
二
紙
以
下
の
写
し
と
さ
れ
る
部
分
が
、
伏
見
天
皇
の
手
に
な
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
の
可
能
性
は
、
測
定
し
た
断
簡
は
鎌
倉
時
代
の
写
し
で
あ
る
が
、
他
の
継
色
紙
は
平
安
時
代
の
書
写
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
。
し

か
し
、
茶
席
の
床
の
掛
け
軸
と
し
て
古
筆
が
珍
重
さ
れ
、
か
つ
上
代
様
の
仮
名
の
名
手
が
い
く
人
も
あ
ら
わ
れ
た
安
土
桃
山
時
代
以
降
の

写
し
、
あ
る
い
は
臨
書
手
鑑
を
作
成
し
た
古
筆
狂
い
近
衛
家
熈
に
よ
る
江
戸
中
期
の
写
し
と
い
う
な
ら
ま
だ
し
も
腑
に
落
ち
る
が
、
鎌
倉

時
代
の
写
し
が
一
葉
の
み
存
在
す
る
と
い
う
の
は
不
可
解
な
現
象
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
考
え
る
よ
り
も
、
第
三
の
可
能
性
の
方

が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
三
の
可
能
性
は
、
測
定
し
た
断
簡
以
外
に
も
鎌
倉
時
代
の
写
し
が
あ
り
、
現
存
継
色
紙
の
中
に
は
、

平
安
時
代
の
書
写
に
か
か
る
も
の
と
鎌
倉
時
代
の
写
し
と
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。

表
1
―
①　

伝
小
野
道
風
筆　

継
色
紙
（
一
回
目
）
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 
Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

6
7
2
±
２
０	�



１
２
９
７
（
１
３
０
７
）
１
３
１
８
、
１
３
５
２
（
１
３
６
３
）
１
３
７
３
、
１

３
７
６
（
１
３
８
５
）
１
３
９
０

　
　

    

±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
０	�



１
２
９
０
（
１
３
０
７
）
１
３
２
９
、
１
３
４
０
（
１
３
６
３
、
１
３
８
５
）
１

二
七

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅲ
（
池
田
・
小
田
）



二
八

３
９
６

表
1
―
②　

伝
小
野
道
風
筆　

継
色
紙
（
二
回
目
）
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

６
５
１
±
２
３	�



１
２
８
９
（
１
２
９
７
）
１
３
０
７
、
１
３
６
２
（
１
３
７
５
、
１
３
７
５
）
１

３
８
５

　
　

    
±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
５	�



１
２
８
２
（
１
２
９
７
）
１
３
２
０
、
１
３
５
０
（
１
３
７
５
、
１
３
７
５
）
１

３
９
１

　

世
上
で
は
、
第
二
の
可
能
性
が
歓
迎
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
測
定
し
た
断
簡
の
み
が
鎌
倉
時
代
の
書
写
で
あ
れ
ば
、
他
の
継
色
紙
に
何
ら

問
題
が
お
よ
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
継
色
紙
の
中
に
も
鎌
倉
時
代
の
写
し
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
し
、

す
べ
て
の
継
色
紙
が
鎌
倉
時
代
の
書
写
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
学
問
的
に
は
、
第
一
、
第
三
の
可
能
性
を
検
証
し
な
け
れ
ば
、
真
の
結

論
を
得
た
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
継
色
紙
に
は
墨
付
き
の
な
い
料
紙
が
残
っ
て
い
る
。
他
の
継
色
紙
が
平
安
時
代
の
物
か
ど
う
か
は
、
そ

れ
を
測
定
す
れ
ば
結
論
は
す
ぐ
に
出
る
。
真
実
を
追
究
す
る
勇
気
あ
る
江
湖
の
諸
賢
に
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
別
稿
（『
聚

美
』
Ｖ
Ｏ
Ｌ
35　

聚
美
社
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
で
よ
り
詳
細
に
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

二　

伝
藤
原
行
成
筆　

法
輪
寺
切
和
漢
朗
詠
集

　

伝
行
成
（
九
七
二
～
一
〇
二
七
）
筆
法
輪
寺
切
は
高
野
切
第
三
種
と
同
筆
と
の
説
が
あ
る
、
和
漢
朗
詠
集
の
断
簡
で
あ
る
。
特
徴
あ
る

料
紙
で
、
藍
の
繊
維
が
漉
き
か
け
ら
れ
た
上
に
、
紫
と
藍
の
繊
維
で
羅
文
の
飛
雲
が
散
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
ま
か
い
雲
母
が
撒
か
れ
て
い

る
。
飛
雲
自
体
珍
し
い
料
紙
装
飾
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
羅
文
状
で
あ
る
の
は
、
現
存
す
る
古
筆
切
遺
品
の
中
で
こ
の
法
輪
寺
切
の
み
で
あ

る
。
き
わ
め
て
美
麗
な
料
紙
で
あ
り
、
し
か
る
べ
き
貴
族
の
調
度
品
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

和
漢
朗
詠
集
は
、
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
藤
原
道
長
の
四
女
威
子
が
入
内
す
る
折
、
兄
藤
原
教
通
が
引
き
出
物
に
贈
っ
た
二
百
帖
屏



風
の
色
紙
形
が
原
形
で
、
藤
原
公
任
が
選
び
清
書
し
た
も
の
（『
古
今
著
聞
集
』）
と
い
う
説
、
ま
た
、
公
任
が
娘
の
婿
に
二
条
関
白
藤
原

教
通
を
迎
え
た
時
（
小
右
記
に
よ
れ
ば
寛
弘
九
年
―
一
〇
一
二
―
四
月
二
六
日
）
に
、
詩
歌
を
選
び
行
成
に
清
書
を
頼
み
手
箱
に
入
れ
て

引
き
出
物
に
し
た
（
顕
昭
『
後
拾
遺
抄
注
』）
と
い
う
説
が
あ
る
。
貴
族
社
会
に
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
平
安
時
代
書
写
の
完
本
六
本
（
伝

行
成
筆
粘
葉
本
・
伝
行
成
筆
・
雲
紙
本
・
伝
行
成
筆
関
戸
本
・
伝
行
成
筆
近
衛
本
・
伝
公
任
筆
巻
子
本
・
藤
原
伊
行
筆
葦
手
下
絵
本
）、
平

安
時
代
書
写
の
三
十
数
種
の
断
簡
が
伝
存
し
て
い
る
。

　

測
定
に
用
い
た
断
簡
は
、
縦
二
七
・
二
セ
ン
チ
、
横
六
・
九
セ
ン
チ
。「
閑
居
」
の
一
節
。

　

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
９
１
４
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の

誤
差
範
囲
９
１
４
±
２
１
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
０
４
６
（
１
０
５
６
、
１
０
７
６
）
１
０
９
２
、
１
１
２
０
（ 

）

１
１
４
０
、
１
１
４
７
（
１
１
５
４
）
１
１
６
０
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
９
１
４
±
４
１
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し

た
値
が
、
１
０
３
４
（
１
０
５
６
、
１
０
７
６
、
１
１
５
４
）、
１
１
６
９
で
あ
る
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年

代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ
ば
、
炭
素
14
年
代
９
１
４
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
〇
五
六
年
、
一
〇
七
六
年
、

一
一
五
四
年
の
三
つ
の
可
能
性
で
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
〇
三
四
年
、
下
限
が
一
一
六
九
年
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
百
点
以
上
の
測
定

結
果
か
ら
、
一
〇
五
〇
年
頃
か
ら
一
一
七
〇
年
頃
ま
で
の
資
料
は
同
じ
誤
差
範
囲
、
す
な
わ
ち
一
〇
三
〇
年
頃
か
ら
一
一
七
〇
年
頃
の
誤

差
範
囲
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
〇
五
〇
年
頃
か
ら
一
一
七
〇
年
頃
ま
で
の
資
料
は
、
そ
の
誤
差
範
囲
内

の
お
け
る
前
後
を
、
炭
素
14
年
代
年
代
測
定
と
い
う
科
学
的
方
法
か
ら
は
判
別
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
跡
史
研
究
か
ら
は
、

伝
行
成
筆
法
輪
寺
切
和
漢
朗
詠
集
は
高
野
切
第
三
種
と
同
筆
と
み
な
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
一
一
五
一
年
に
近
い
頃
の
筆
跡
資
料
（
た

と
え
ば
藤
原
伊
行
筆
葦
手
下
絵
和
漢
朗
詠
集
・
藤
原
俊
成
筆
了
佐
切
・
伝
西
行
筆
二
首
切
・
藤
原
教
長
筆
今
城
切
な
ど
）
の
中
に
法
輪
寺

切
に
類
す
る
筆
跡
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
炭
素
14
年
代
に
該
当
す
る
三
つ
の
暦
年
代
の
う
ち
の
一
一
五
四
年
は
可
能
性
が
低
く
、
一
〇

五
六
年
、
一
〇
七
六
年
の
あ
た
り
に
実
年
代
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
伝
藤
原
行
成
筆
法
輪
寺
切
和
漢
朗
詠
集
は
平
安
時
代
一
一
世
紀
半

ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
筆
跡
と
認
め
ら
れ
る
。
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三
〇

表
2　

伝
藤
原
行
成
筆　

法
輪
寺
切
和
漢
朗
詠
集
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

９
１
４
±
２
１	�



１
０
４
６
（
１
０
５
６
、
１
０
７
６
）
１
０
９
２
、
１
１
２
０
（ 

）
１
１
４
０
、

１
１
４
７
（
１
１
５
４
）
１
１
６
０

　
　

    

±
２
σ　
　
　
　
　

±
４
１	

１
０
３
４
（
１
０
５
６
、
１
０
７
６
、
１
１
５
４
）
１
１
６
９

三　

伝
寂
念
筆　

松
本
切
後
拾
遺
和
歌
集

　

松
本
切
は
寂
念
を
伝
称
筆
者
と
す
る
、
後
拾
遺
集
の
断
簡
。
寂
念
は
俗
名
藤
原
為
業
（
一
一
一
三
頃
～
一
一
八
二
以
降
頃
）、
弟
に
為
経

（
一
一
一
三
頃
～
一
一
八
〇
以
降
頃
）
と
頼
業
（
一
一
二
〇
前
後
～
一
一
八
二
以
降
頃
）
が
い
る
。
弟
た
ち
も
出
家
し
、
為
経
は
寂
超
、
頼

業
は
寂
然
と
号
し
た
。
こ
の
三
兄
弟
は
大
原
の
三
寂
と
か
常
磐
の
三
寂
と
か
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
原
の
三
寂
の
生
没
年
は
つ
ま
び
ら
か
で

は
な
い
が
、
か
の
有
名
な
歌
僧
西
行
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
を
生
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。
平
安
末
期
に
俗
世
を
捨
て
和
歌
と
仏
道
の
道
に
生
き
た

の
は
、
西
行
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
原
の
三
寂
は
、
そ
の
西
行
と
親
密
な
交
友
が
あ
っ
た
。
西
行
の
家
集
で
あ
る

山
家
集
や
聞
書
集
に
は
、
寂
念
や
寂
然
と
の
交
友
を
示
す
歌
が
み
え
る
。
寂
念
が
出
家
し
た
折
に
、
西
行
が
歌
を
送
っ
て
い
る
。

図 2 　法 輪 寺 切

鶴
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縁
浅
林
下
幽
閑
気
味
深
白

官
途
自
此
心
長
別
世
事
従
今
口
不
言
白



為
業
、
常
磐
に
堂
供
養
し
け
る
、
世
を
遁
れ
て
山
寺
に
住
み
侍
け
る
親
し
き
人
々
ま
う
で
来
た
る
と
聞
き
て
、
言
ひ
つ
か
は
し
け
る

　
　

い
に
し
へ
に
変
わ
ら
ぬ
君
が
姿
こ
そ
け
ふ
は
常
磐
の
形
見
な
り
け
れ�

（
岩
波
文
庫
『
西
行
全
歌
集
』「
山
家
集
」）

　

松
本
切
は
後
拾
遺
集
の
写
本
の
断
簡
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
書
写
に
か
か
る
後
拾
遺
集
の
古
筆
切
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
伝
源
実
朝

筆
（
定
頼
・
行
成
・
公
任
と
も
）
中
院
切
、
伝
源
俊
頼
筆
（
公
任
・
西
行
と
も
）
糟
色
紙
（
粽
切
と
も
い
う
）
く
ら
い
で
あ
る
。
松
本
切

が
伝
称
ど
お
り
寂
念
の
筆
跡
な
ら
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
筆
跡
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
後
拾
遺
集
の
古
筆
切
と
し
て
は
書
写
年
代

が
古
い
部
類
に
入
る
。『
古
筆
学
大
成
8
』
は
四
葉
を
掲
げ
、「
…
…
初
奏
本
・
再
奏
本
以
前
の
草
稿
本
の
形
態
を
と
ど
め
る
伝
本
」
で
「
伝

本
研
究
上
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
古
筆
切
」
と
す
る
。
他
書
を
含
め
て
も
、
伝
存
数
は
多
く
は
な
い
よ
う
だ
。

　

寂
念
に
は
、
真
跡
一
品
経
和
歌
懐
紙
が
伝
存
す
る
。
松
本
切
の
一
首
目
、「
い
の
ち
」
の
「
ち
」
の
字
母
に
「
遅
」
を
用
い
て
い
る
が
、

寂
念
真
跡
一
品
経
和
歌
懐
紙
で
も
一
首
目
の
「
お
こ
な
ふ
み
ち
」
の
「
ち
」
に
「
遅
」
の
字
母
を
用
い
て
い
る
。
用
字
に
共
通
性
が
あ
る

わ
け
だ
が
、
筆
跡
は
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
松
本
切
の
字
形
が
崩
れ
る
ほ
ど
の
速
筆
、
自
由
奔
放
で
奇
癖
に
満
ち
た
個
性
的
な
筆
跡
は
、
弟
の
寂
然
筆
と
伝
称
さ
れ
る
村

雲
切
（
貫
之
集
）
や
大
富
切
（
具
平
親
王
集
）
に
通
い
合
う
も
の
が
あ
る
。
村
雲
切
は
す
で
に
年
代
測
定
が
な
さ
れ
て
お
り
平
安
時
代
の

結
果
が
出
て
い
る
（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
九
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。
ま
た
、
大
富
切
の
奥
書
部
分
の
断
簡
（
田
中
親
美
旧

蔵
）
に
は
、
藤
原
定
家
の
筆
跡
で
「
唯
心
房
寂
然
壱
岐
守
頼
業
少
年
之
時
狂
手
跡
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
定
家
の
母
で
あ
る
美
福
門
院
加
賀

は
、
俊
成
と
再
婚
す
る
前
、
寂
然
の
兄
で
あ
る
寂
超
（
為
経
）
の
妻
で
あ
っ
た
。
定
家
と
寂
然
は
そ
の
よ
う
に
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
そ

の
定
家
が
寂
然
の
若
い
頃
の
筆
跡
だ
と
断
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
大
富
切
は
寂
然
の
書
と
信
じ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
に
か
く
と

し
て
、
村
雲
切
や
大
富
切
の
自
由
奔
放
で
癖
の
強
い
書
風
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
へ
の
交
代
期
の
書
風
の
ひ
と
つ
の
類
型
と
み
な

し
得
る
。
松
本
切
の
筆
跡
が
こ
れ
ら
に
似
通
う
と
い
う
こ
と
は
、
松
本
切
も
ま
た
平
安
か
ら
鎌
倉
へ
の
交
代
期
の
筆
跡
の
可
能
性
が
高
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
年
代
測
定
の
結
果
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
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三
二

　
　

よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　

赤
染
衛
門

あ
す
な
ら
は
わ
す
ら
る
ヽ
身
に
な
り
ぬ
へ
し

け
ふ
を
す
く
さ
ぬ
い
の
ち
と
も
哉

　
　

た
い
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　

藤
原
長
能

い
と
ふ
と
は
し
ら
ぬ
に
あ
ら
す
し
り
な
か
ら

こ
ヽ
ろ
に
あ
ら
ぬ
心
な
り
け
り

　
　

つ
の
く
に
ヽ
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
か
り

　
　

て
京
な
る
女
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　

大
江
匡
衡
朝
臣

こ
ひ
し
き
に
な
に
は
の
こ
と
も
お
も
ほ
え
す

た
れ
す
み
よ
し
の
松
と
い
ひ
け
む

　
　

源
遠
古
か
む
す
め
に
も
の
い
ひ
わ

　
　

た
り
侍
け
る
に
か
れ
か
も
と
に
あ
り

　
　

け
る
女
を
ま
た
つ
か
へ
人
あ
ひ
す
み

図 3 　松　本　切



　

測
定
し
た
断
簡
は
、
後
拾
遺
集
巻
十
二
・
十
三
の
見
開
き
二
頁
分
で
、
縦
二
三
・
三
セ
ン
チ
、
横
三
〇
・
五
セ
ン
チ
、
楮
質
の
料
紙
。

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
７
２
９
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の
誤

差
範
囲
７
２
９
±
２
０
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
２
６
９
（
１
２
７
６
）
１
２
８
２
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差

範
囲
７
２
９
±
４
０
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
２
６
１
（
１
２
７
６
）
１
２
８
７
で
あ
る
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率

で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ
ば
、
炭
素
14
年
代
７
２
９
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
二

七
六
年
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
二
六
一
年
、
下
限
が
一
二
八
七
年
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
中
期
は
誤
差
範
囲
が
狭
く
出
る
と
こ
ろ
で
、
実

年
代
が
絞
り
込
め
る
。
し
か
し
、
伝
称
筆
者
で
あ
る
寂
念
の
平
安
末
期
の
書
で
は
な
く
、
鎌
倉
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
筆
跡
で
あ
っ

た
。
平
安
末
期
と
か
鎌
倉
初
期
と
見
ら
れ
て
い
た
も
の
が
実
は
鎌
倉
末
期
で
あ
っ
た
と
い
う
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
測
定
で
数
例
あ
っ
た
。

鎌
倉
末
期
の
も
の
に
平
安
風
の
筆
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

表
3　

伝
寂
念
筆　

松
本
切
後
拾
遺
和
歌
集
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］　 
較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

７
２
９
±
２
０	
１
２
６
９
（
１
２
７
６
）
１
２
８
２

　
　

    

±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
０	
１
２
６
１
（
１
２
７
６
）
１
２
８
７

四　

伝
後
京
極
良
経
筆　

本
能
寺
切
千
五
百
番
歌
合

　

新
古
今
和
歌
集
の
撰
集
や
承
久
の
乱
で
知
ら
れ
る
後
鳥
羽
院
（
一
一
八
〇
～
一
二
三
八
）、
そ
の
勅
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
千
五
百
番

歌
合
の
原
本
と
目
さ
れ
る
の
が
本
能
寺
切
で
あ
る
。

　

後
鳥
羽
院
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
六
月
頃
、
自
ら
を
含
め
た
三
〇
人
の
歌
人
に
百
首
歌
の
詠
進
を
命
じ
た
。
百
首
の
構
成
は
春
二

〇
首
、
夏
一
五
首
、
秋
二
〇
首
、
冬
一
五
首
、
祝
五
首
、
恋
一
五
首
、
雑
一
〇
首
。
後
鳥
羽
院
以
外
の
歌
人
は
、
慈
円
、
藤
原
良
経
、
藤

原
公
継
、
藤
原
公
経
、
藤
原
秀
能
、
顕
昭
、
藤
原
隆
信
、
藤
原
有
家
、
藤
原
保
季
、
藤
原
良
平
、
源
具
親
、
宮
内
卿
、
讃
岐
、
小
侍
従
（
以

三
三
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三
四

上
左
方
）、
惟
明
親
王
、
源
通
親
、
藤
原
忠
良
、
藤
原
兼
宗
、
源
通
光
、
釈
阿
（
藤
原
俊
成
）、
藤
原
雅
経
、
寂
蓮
、
藤
原
定
家
、
藤
原
家

隆
、
源
通
具
、
源
家
長
、
俊
成
卿
女
、
丹
後
、
越
前
（
以
上
右
方
）。
当
時
の
歌
壇
の
二
大
勢
力
で
あ
る
六
条
藤
家
と
御
子
左
家
を
中
心

に
、
錚
錚
た
る
歌
人
た
ち
で
あ
る
。

　

建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
九
月
、
さ
ら
に
後
鳥
羽
院
は
こ
の
三
〇
人
の
歌
人
を
左
右
に
分
け
、
そ
の
三
千
首
の
歌
を
千
五
百
番
の
歌
合

の
形
に
つ
が
わ
せ
、
一
〇
人
の
判
者
を
選
び
判
詞
（
勝
ち
負
け
の
判
定
）
を
付
け
さ
せ
た
。
七
十
五
番
ず
つ
を
一
巻
と
し
て
、
全
二
〇
巻

に
分
か
た
れ
て
い
る
が
、
一
〇
人
の
判
者
は
百
五
十
番
ず
つ
担
当
し
て
い
る
の
で
、
ひ
と
り
の
判
者
が
二
巻
分
を
担
当
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
番
か
ら
百
五
十
番
ま
で
の
判
者
は
藤
原
忠
良
、
百
五
十
一
番
か
ら
三
百
番
ま
で
は
釈
阿
（
藤
原
俊
成
）、
三
百
一
番
か
ら
四
百
五
十
番

は
源
通
親
、
四
百
五
十
一
番
か
ら
六
百
番
ま
で
は
藤
原
良
経
、
六
百
一
番
か
ら
七
百
五
十
番
は
後
鳥
羽
院
、
七
百
五
十
一
番
か
ら
九
百
番

ま
で
は
藤
原
定
家
、
九
百
一
番
か
ら
千
五
十
番
ま
で
は
蓮
経
（
藤
原
季
経
）、
千
五
十
一
番
か
ら
千
二
百
番
ま
で
は
生
蓮
（
源
師
光
）、
千

二
百
一
番
か
ら
千
三
百
五
十
番
ま
で
は
顕
昭
、
千
三
百
五
十
一
番
か
ら
千
五
百
番
ま
で
は
慈
円
で
あ
る
。

　

判
詞
が
で
き
上
が
っ
た
の
は
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
末
か
ら
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
初
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

判
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
通
親
の
判
詞
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
通
親
の
死
去
し
た
建
仁
二
年
一
〇
月
二
一
日
以
降
に
判
詞
が
完
成
し
た
と

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
判
詞
は
普
通
、
散
文
で
書
か
れ
る
が
、
良
経
の
判
詞
は
七
言
二
句
の
漢
詩
で
判
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を

判
詩

0

0

と
い
う
。
ま
た
、
後
鳥
羽
院
と
慈
円
の
判
詞
は
和
歌
で
判
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
判
歌

0

0

と
い
う
。

　

千
五
百
番
歌
合
本
能
寺
切
は
、
も
と
巻
子
本
。
料
紙
は
斐
紙
。
縦
・
横
を
切
断
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
原
寸
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

大
き
な
断
簡
は
縦
が
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
、
横
が
四
九
セ
ン
チ
ほ
ど
。
上
部
に
二
条
、
下
部
に
一
条
の
淡
墨
の
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
上

部
一
本
目
の
界
線
か
ら
歌
の
番
数
と
和
歌
が
、
二
本
目
の
界
線
か
ら
「
左
」「
右
」
の
文
字
と
判
詞
を
書
い
て
い
る
。

　

番
数
・
和
歌
の
筆
跡
と
判
詞
の
筆
跡
は
異
な
り
、
か
つ
ま
た
、
番
数
・
和
歌
の
筆
跡
は
三
つ
の
筆
跡
に
分
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
小

松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
22
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）。
久
曾
神
昇
は
、
和
歌
を
書
い
て
い
る
筆
跡
は
一
筆
で
藤
原
伊
経
と
想
定
し
て
い
る

（『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』
前
掲
）
が
、
一
目
瞭
然
で
一
筆
と
は
認
め
難
い
。
番
数
・
和
歌
の
三
つ
の
筆
跡
と
も
、
誰
の
筆
跡
か
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
古
筆
家
の
極
め
で
は
慈
円
・
家
隆
・
為
家
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
む
ろ
ん
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
番
数
・



和
歌
の
三
様
の
筆
跡
に
対
応
し
て
、
判
詞
の
筆
跡
も
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
古
筆
家
の
極
め
で
は
寂
蓮
・
慈
円
・
定
家
・
為
家
な
ど
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
代
の
研
究
で
は
、
伝
存
し
て
い
る
本
能
寺
切
が
忠
良
の
判
詞
の
部
分
と
良
経
の
判
詞
の
部
分
と
定
家
の
判
詞
の
部
分

な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
詞
の
筆
跡
は
判
者
の
自
筆
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幾
人
か
の
能
書
が
番
数
・
和
歌
を
書
き
、

そ
の
後
、
判
詞
を
書
き
入
れ
る
た
め
に
残
さ
れ
て
い
た
空
白
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番
数
の
判
詞
を
担
当
し
た
判
者
が
書
き
加
え
た
、
と
推
定

さ
れ
て
い
る
（
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
22
』
前
掲
）。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
能
寺
切
は
千
五
百
番
歌
合
の
原
本
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
久
曾
神
昇
（『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』
前
掲
）
や
小
松
茂
美
（『
古
筆
学
大
成
22
』）
は
原
本
と
み
て
い
る
。
原
本
で
あ
る
な
ら
、

鎌
倉
初
期
の
典
型
的
書
風
で
あ
る
後
京
極
流
と
呼
ば
れ
る
良
経
の
筆
跡
や
定
家
の
四
〇
歳
頃
の
若
書
き
の
筆
跡
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

は
た
し
て
原
本
成
立
の
年
代
が
出
る
か
ど
う
か
。

　

年
代
測
定
に
か
け
た
断
簡
は
五
百
二
番
良
経
判
の
部
分
で
、
縦
二
八
・
四
セ
ン
チ
、
横
二
六
・
七
セ
ン
チ
。
測
定
の
結
果
は
表
4
の
と

お
り
。
炭
素
14
年
代
が
８
３
５
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
８
３
５
±
２
１
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し

た
値
が
、
１
１
８
９
（ 

）
１
２
０
０
、
１
２
０
１
（
１
２
１
６
）
１
２
２
２
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
８
３
５
±
４
１
［
Ｂ

Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
１
６
３
（
１
２
１
６
）
１
２
５
７
で
あ
る
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年

代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ
ば
、
炭
素
14
年
代
８
３
５
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
二
一
六
年
で
、
誤
差
範
囲
の

上
限
が
一
一
六
三
年
、
下
限
が
一
二
五
七
年
で
あ
る
。
千
五
百
番
歌
合
の
成
立
年
代
で
あ
る
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
を
含
ん
だ
値
と
な

っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
実
年
代
を
含
む
1
シ
グ
マ
の
誤
差
範
囲
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
は
、
１
１
８
９
（ 

）
１
２

０
０
、
１
２
０
１
（
１
２
１
６
）
１
２
２
２
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］
で
あ
り
、
一
一
八
九
年
か
ら
一
二
二
二
年
ま
で
の
誤
差
範
囲
に
実
年
代
が

は
い
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
炭
素
年
代
の
中
央
値
一
二
一
六
年
を
含
む
部
分
の
誤
差
範
囲
は
一
二
〇
一
年
か
ら
一
二
二
二
年
で
あ
る
。

千
五
百
番
歌
合
の
成
立
年
代
で
あ
る
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
初
め
に
非
常
に
近
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
炭
素
14
に
よ
る
年
代
測
定
で
は
、
本
能
寺
切
は
そ
の
成
立
年
代
で
あ
る
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
初
め
を
誤
差
範
囲

に
含
み
こ
ん
で
お
り
、
千
五
百
番
歌
合
の
原
本
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。

三
五
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三
六

表
4　

伝
後
京
極
良
経
筆　

本
能
寺
切
千
五
百
番
歌
合
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

８
３
５
±
２
１	

１
１
８
９
（ 
）
１
２
０
０
、
１
２
０
１
（
１
２
１
６
）
１
２
２
２

　
　

    

±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
１	

１
１
６
３
（
１
２
１
６
）
１
２
５
７

　

付
言
す
る
な
ら
、
三
様
の
判
詞
の
筆
跡
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
番
数
・
和
歌
の
筆
跡
を
熟
視
し
て
い
る
と
、
判
詞
の
筆
跡
と
そ
れ

五
百
二
番

　
　

左　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

か
た
え
さ
す
を
お
う
の
う
ら
な
し
は
つ
秋
に

な
り
も
な
ら
す
も
風
そ
み
に
し
む

　
　

右　
　
　
　
　
　
　

定
家
朝
臣

や
ま
の
か
け
お
ほ
め
く
さ
と
に
ひ
く
ら
し
の

こ
ゑ
た
の
ま
る
ゝ
ゆ
ふ
か
ほ
の
は
な

　
　

山
陰
花
色
雖
難
奇
猶
勝

　
　

秋
風
浦
浦
樹
枝

図 4 　本 能 寺 切



に
対
応
す
る
番
数
・
和
歌
の
筆
跡
が
非
常
に
似
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
直
ち
に
同
筆
で
あ
る
と
は
断
じ
ら
れ
な
い
が
、
番
数
・
和
歌
の

筆
跡
が
判
詞
の
筆
跡
と
同
筆
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
、
追
求
す
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

五　

藤
原
定
家
筆　

新
勅
撰
和
歌
集
撰
歌
稿
切

　

数
多
く
伝
存
し
て
い
る
藤
原
定
家
筆
の
古
筆
切
の
中
に
、
勅
撰
集
の
撰
歌
の
た
め
の
下
書
き
、
す
な
わ
ち
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

二
種
類
知
ら
れ
て
い
る
。「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
と
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
で
あ
る
。

　
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
は
三
葉
の
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
断
簡
（
渋
柿
庵
蔵
品
入
札
目
録
所
載

「
定
家
歌
切
」）、
二
は
『
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録
』
所
載
「
藤
原
定
家
七
首
和
歌
抄
写
断
簡
」、
三
は
『
井
上
子
爵
家
並
某
家
所
蔵
品
入
札

目
録
』
所
載
「
定
家
和
歌
五
首
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
葉
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
研
究
（
佐
藤
恒
夫
『
藤
原
定
家
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。
明
ら
か
に

さ
れ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
①
断
簡
一
と
断
簡
二
は
春
の
部
、
断
簡
三
は
雑
の
部
で
あ
る
。
②
こ
れ
ら
三
葉
は
、
和
歌
一
首
の
上
下
句

を
二
行
分
か
ち
書
き
す
る
書
式
、
歌
の
二
行
目
を
一
字
下
げ
て
、
詞
書
は
三
、
四
字
下
げ
て
書
く
書
式
な
ど
が
共
通
す
る
。
③
三
点
と
も

定
家
壮
年
期
の
自
筆
と
推
定
さ
れ
る
筆
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
酷
似
す
る
定
家
の
筆
跡
に
は
、
永
青
文
庫
蔵
「
俊
成
定
家
一
紙
両
筆
懐
紙
」、

静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
三
首
自
歌
切
」、
東
京
国
立
博
物
館
他
蔵
「
通
具
俊
成
卿
女
五
十
番
歌
合
」、
五
島
美
術
館
蔵
「
反
古
懐
紙
」
な
ど
が
あ

り
、
す
べ
て
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
八
月
か
ら
一
〇
月
の
間
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
も
こ
れ
に

近
い
時
期
の
筆
写
と
想
定
さ
れ
る
。
④
『
明
月
記
』
の
記
事
か
ら
、
定
家
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
三
月
二
〇
日
頃
か
ら
同
年
四
月
中

旬
に
集
中
的
に
『
新
古
今
集
』
の
撰
歌
作
業
を
お
こ
な
い
、
四
月
一
八
日
か
ら
清
書
に
移
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草

稿
」
は
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
三
月
二
〇
日
頃
か
ら
同
年
四
月
中
旬
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
定
家
四
二
歳
の
筆
跡
で
あ
る
。
⑤
断

簡
一
は
、
一
三
首
の
う
ち
一
一
首
が
「
落
花
」
の
歌
、
断
簡
二
は
、「
暮
春
」
四
首
、「
藤
花
」
二
首
、
さ
ら
に
「
暮
春
」（
あ
る
い
は
「
三

月
尽
」）
一
首
で
、
春
の
部
の
最
末
尾
に
相
当
す
る
。
断
簡
三
は
、
雑
の
歌
五
首
で
あ
る
。

　
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
は
『
越
前
福
井
城
主
松
平
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』（
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
二
九
年
二
月
）
の
一
葉
に
よ
っ
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三
八

て
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
の
分
析
検
討
は
、
飯
島
春
敬
「
藤
原
定
家
新
勅
撰
草
稿
切
」（『
日
本
書
道
大

系
6
』（
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）
と
久
曽
神
昇
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』（
前
掲
）
に
詳
し
い
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
断
簡
の
概
要

を
記
す
と
、
①
縦
二
八
セ
ン
チ
、
横
五
〇
セ
ン
チ
強
の
一
紙
で
、
一
一
首
が
書
か
れ
て
い
る
。
②
う
ち
五
首
が
『
新
勅
撰
集
』
に
、
一
首

が
『
金
葉
集
』
に
、
二
首
が
『
続
後
撰
集
』
に
、
一
首
が
『
風
雅
集
』
に
入
集
し
て
い
る
。
他
の
二
首
は
出
典
不
明
。
③
書
か
れ
て
い
る

歌
は
、
す
べ
て
が
「
落
花
」
と
「
惜
花
」
の
歌
で
あ
る
。
④
新
勅
撰
集
の
撰
集
の
命
が
定
家
に
下
っ
た
の
が
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
六

月
一
三
日
、
草
稿
本
を
奏
覧
し
た
の
が
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
六
月
三
日
で
あ
る
か
ら
、
撰
歌
の
草
稿
が
書
き
進
め
ら
れ
た
の
は
こ
の

間
で
、
定
家
七
一
歳
か
ら
七
三
歳
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
新
勅
撰
草
稿
切
」（『
日
本
書
道
大
系
』
所
載
）
と
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
の
筆
跡
を
子
細
に
比
較

す
る
と
、
や
は
り
、
時
を
隔
て
た
別
種
の
筆
跡
と
判
断
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
の
筆
跡
は
、
平
安
末
期
の
能

筆
藤
原
定
信
の
そ
れ
に
似
て
、
細
く
鋭
い
筆
線
で
連
綿
が
長
く
草
卒
の
書
の
感
じ
が
よ
り
強
い
。
し
か
し
、「
新
勅
撰
草
稿
切
」
の
筆
跡
に

は
、
よ
り
丸
味
を
帯
び
た
い
わ
ゆ
る
定
家
様
の
筆
跡
に
な
っ
て
い
る
部
分

0

0

が
認
め
ら
れ
る
。
や
は
り
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
と

「
新
勅
撰
草
稿
切
」
は
、
別
の
撰
歌
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

藤
原
定
家
筆
の
勅
撰
集
撰
歌
の
た
め
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
断
簡
が
、
新
た
に
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
断
簡
の
紙
継
ぎ
の
箇
所
に
は
、
錯
簡

を
防
ぐ
た
め
の
長
方
形
の
墨
印
（
印
文
「
重
政
」）
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
重
政
」
墨
印
は
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
『
明
月
記
』
の
紙
継
ぎ
箇
所
に
も
押
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
明
月
記
』
の
書
か
れ
た
表
側
に
も
、
裏
側
の
紙
背

文
書
に
も
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
陽
明
文
庫
蔵
の
「
坊
門
局
消
息
」
の
両
端
に
も
押
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
も
と
は
『
明
月
記
』

の
紙
背
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

―
無
論
、
も
と
は
「
坊
門
局
消
息
」
が
表
面
で
、
そ
の
裏
面
を
再
利
用
し
て
『
明
月
記
』
が
書
か
れ

た
の
で
あ
る

―
。
ま
た
、
現
在
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
「
西
行
消
息
」
の
右
端
に
も
、「
重
政
」
印
を
擦
り
消
し
た
痕
跡
が
あ
る
と
い
う
。
こ



の
「
西
行
消
息
」
も
か
つ
て
は
『
明
月
記
』
の
紙
背
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
冷
泉
家
に
あ
っ
た
『
明
月
記
』
は
、
冷
泉
為
頼
が
薨
去
し
た

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
四
月
二
六
日
以
降
、
文
庫
が
武
家
伝
送
と
京
都
所
司
代
に
よ
っ
て
封
じ
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
、
巻
物
仕
立
て
が

解
か
れ
、『
明
月
記
』
の
紙
背
に
書
か
れ
て
い
た
有
名
人
の
書
状
な
ど
が
相
剝
ぎ
（
料
紙
の
表
裏
を
二
枚
に
剝
が
す
こ
と
）
さ
れ
散
逸
し
た

と
い
う
。
継
ぎ
直
す
時
に
順
序
が
狂
わ
ぬ
よ
う
に
料
紙
の
継
ぎ
目
に
「
重
政
」
印
（「
重
政
」
な
る
人
物
が
誰
で
あ
る
か
は
不
明
、
表
具
師

か
）
が
押
さ
れ
た
と
い
う
（
藤
本
孝
一
『
日
本
の
美
術
４
５
４
『
明
月
記
』
巻
子
本
の
姿
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）。
と
い
う
こ
と

は
、「
重
政
」
印
の
あ
る
新
出
の
断
簡
は
、
冷
泉
家
に
あ
っ
た
『
明
月
記
』
の
紙
背
文
書
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
断
簡
の
料
紙
は
、
横
方
向
に
走
る
簀す
の
め目
が
認
め
ら
れ
る
楮
紙
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
定
家
筆
「
新
古
今
和
歌
集
撰

歌
草
稿
」
の
料
紙
に
も
、
ま
た
『
日
本
書
道
大
系
6
』（
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）
所
載
の
定
家
筆
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
に
も
、
同
様
の
横

方
向
の
簀
目
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
料
紙
の
特
色
か
ら
は
、
新
出
断
簡
が
い
ず
れ
の
ツ
レ
な
の
か
判
断
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
新
出
断
簡
の
料
紙
の
寸
法
は
、
縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
、
横
二
〇
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
「
新
古
今

和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
断
簡
は
、
縦
二
七
・
六
セ
ン
チ
、
横
三
八
・
四
セ
ン
チ
で
あ
り
、『
越
前
福
井
城
主
松
平
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』

の
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
は
、
縦
二
八
セ
ン
チ
、
横
五
〇
セ
ン
チ
強
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縦
寸
は
き
わ
め
て
近
く
、
料
紙
の
寸
法
か
ら
も

い
ず
れ
の
ツ
レ
か
判
断
で
き
な
い
。

　

新
出
断
簡
に
書
か
れ
て
い
る
歌
は
、『
新
勅
撰
和
歌
集
』
一
一
七
番
歌
の
権
大
納
言
公
実
詠
の
下
の
句
（
残
画
か
ら
の
想
定
）
と
、
貫
之

詠
の
一
二
五
番
歌
で
あ
る
。
歌
頭
に
、
左
斜
め
上
に
む
か
っ
て
引
か
れ
た
、
位
置
の
移
動
を
示
す
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
新
出
断
簡
に
書

か
れ
て
い
る
歌
が
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
二
首
で
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
の
断
簡
を
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
の
ツ
レ
で
は
な
く
、「
新
勅

撰
草
稿
切
」
の
ツ
レ
で
あ
る
、
と
即
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
新
出
断
簡
の
二
首
の
主
題
が
「
落
花
」（「
花
そ
ち
り
け
る
」）
と
「
惜

花
」（「
ち
り
ぬ
と
も
あ
り
と
た
の
ま
む
」）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
さ
さ
か
気
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」

の
断
簡
一
の
一
三
首
の
う
ち
の
一
一
首
も
「
落
花
」
の
歌
で
、
新
出
断
簡
の
歌
の
「
落
花
」
の
主
題
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
の
断
簡
三
に
は
、『
新
古
今
集
』
に
は
採
歌
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
後
に
『
新
勅
撰
集
』
に
入
集

さ
れ
た
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』
の
歌
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
『
新
勅
撰
集
』
の
撰
歌
の
下
書
き
（
草
稿
）
と
は
か
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ぎ
ら
ず
、『
新
古
今
集
』
の
撰
歌
の
下
書
き
（
草
稿
）
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
新
出
断
簡
が
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
の
ツ

レ
で
は
な
く
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
の
ツ
レ
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
の
で
あ
る
。
新
出
断
簡
は
、
い
ず
れ
の
ツ
レ
な
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
の
成
立
は
『
新
古
今
集
』
第
一
期
の
撰
歌
段
階
の
も
の
で
、
建
仁
三
年
（
一
二

〇
三
）
三
月
二
〇
日
頃
か
ら
同
年
四
月
中
旬
の
筆
跡
、
定
家
四
二
歳
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
の

書
風
は
、
平
安
末
期
の
能
筆
で
あ
る
藤
原
定
信
の
筆
跡
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
、
連
綿
が
長
く
流
麗
、
か
つ
筆
線
が
細
く
勁
い
。
定
家

四
二
歳
の
壮
年
の
筆
跡
で
あ
る
か
ら
、
平
安
風
の
な
ご
り
を
濃
厚
に
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
出
断
簡
の
筆
跡
も
同
様
に
平
安
末
期
の

定
信
風
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
の
筆
跡
は
、
特
に
は
じ
め
の
四
首
の
部
分
に
、
丸
味
を
帯
び
た
い
わ
ゆ
る
定
家
様
の
趣
が
み
て
と

れ
る
。『
新
勅
撰
集
』
は
後
堀
河
天
皇
の
下
命
が
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
六
月
一
三
日
で
、
定
家
の
七
一
歳
か
ら
七
三
歳
の
筆
跡
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
丸
み
を
帯
び
た
定
家
様
の
趣
が
あ
っ
て
当
然
と
い
え
る
。
筆
跡
か
ら
み
る
限
り
で
は
、
新
出
断
簡
は
「
新
勅
撰
草
稿
切
」

よ
り
も
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
に
よ
り
近
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
つ
て
、
新
出
断
簡
を
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」

の
ツ
レ
と
推
測
し
た
の
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
古
筆
資
料
の
発
掘
と
研
究
』
青
簡
社
、
二
〇
一
四
年
）。

　

は
た
し
て
こ
の
推
測
は
当
た
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
の
当
否
を
確
か
め
る
た
め
に
、
炭
素
14
年
代
測
定
を
お
こ
な
っ
た
。「
新
古

今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
な
ら
定
家
四
二
歳
、「
新
勅
撰
草
稿
切
」
な
ら
定
家
七
一
歳
か
ら
七
三
歳
の
間
の
筆
跡
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
炭

素
14
年
代
測
定
は
年
代
に
よ
っ
て
誤
差
範
囲
が
広
が
っ
た
り
狭
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、
定
家
四
二
歳
と
七
一
～
七
三
歳
を
判
別
で
き
る
か

ど
う
か
心
許
な
い
。
が
、
長
年
の
測
定
結
果
の
デ
ー
タ
か
ら
、
一
二
〇
〇
年
代
の
資
料
は
平
安
時
代
の
一
一
五
〇
年
頃
か
ら
一
一
七
〇
年

頃
の
資
料
と
違
っ
て
、
誤
差
範
囲
が
非
常
に
狭
く
出
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
期
待
も
さ
れ
た
。

　

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
７
９
８
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の

誤
差
範
囲
７
９
８
±
２
１
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
２
２
０
（
１
２
５
２
）
１
２
６
２
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤

差
範
囲
７
９
８
±
４
３
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
２
１
２
（
１
２
５
２
）
１
２
７
０
で
あ
っ
た
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の



確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ
ば
、
炭
素
14
年
代
７
９
８
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が

一
二
五
二
年
で
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
二
一
二
年
、
下
限
が
一
二
七
〇
年
で
あ
る
。
一
二
一
二
年
か
ら
一
二
七
〇
年
ま
で
の
誤
差
範
囲

に
実
年
代
が
は
い
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

新
出
断
簡
が
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
で
あ
る
な
ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
定
家
四
二
歳
の
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
三
月
二
〇

日
頃
か
ら
四
月
中
旬
の
筆
跡
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
で
あ
る
な
ら
、
定
家
七
一
歳
か
ら
七
三
歳
の
間
、
貞

永
元
年
（
一
二
三
二
）
六
月
一
三
日
か
ら
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
六
月
三
日
の
間
の
筆
跡
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
測
定
結
果
の
誤
差

範
囲
に
は
、
定
家
四
二
歳
の
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
料
紙
の
年
代
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
は
遡
る
こ
と

は
で
き
ず
、
そ
れ
よ
り
も
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
定
家
七
一
歳
か
ら
七
三
歳
の
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
か
ら
天

福
二
（
一
二
三
四
）
年
の
年
代
は
、
誤
差
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
。
新
出
断
簡
は
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
で
は
あ
り
え
ず
、「
新
勅

撰
草
稿
切
」
で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
新
出
断
簡
を
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
と
み
た
旧
説
の
推
測
は
誤

り
で
あ
っ
た
。
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
新
出
断
簡
が
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
く
。

図 5 　新出新勅撰集草稿切

（
山
さ
く
ら
は
る
の
か
た
み
に
た
つ
ぬ
れ
は
）
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表
5　

藤
原
定
家
筆　

新
勅
撰
和
歌
集
撰
歌
稿
切
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

７
９
８
±
２
１	

１
２
２
０
（
１
２
５
２
）
１
２
６
２

　
　

    
±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
３	

１
２
１
２
（
１
２
５
２
）
１
２
７
０

　

つ
い
で
に
、
定
家
の
書
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
て
お
く
。
定
家
の
壮
年
期
の
書
は
、「
通
具
俊
成
卿
女
五
十
番
歌
合
」（
三
八
歳
頃
）

な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
安
末
期
の
能
筆
で
あ
る
藤
原
定
信
の
筆
跡
に
似
た
、
連
綿
が
長
く
流
麗
で
、
か
つ
筆
線
が
細
く
勁
い
書
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
五
十
代
以
降
、
連
綿
の
短
い
、
丸
味
を
帯
び
た
、
肥
痩
の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
定
家
様
の
書
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
、

と
考
え
ら
れ
て
来
た
。

　

お
お
き
な
傾
向
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
定
家
様
の
書
と
い
う
の
は
、
写
本
を
す
る
際
の
表
向
き
の
書
き
方
、

貴
顕
か
ら
の
依
頼
な
ど
で
写
本
を
作
る
際
に
、
誤
り
な
く
書
く
た
め
に
、
読
み
や
す
く
書
く
た
め
に
、
意
識
的
に
選
び
と
ら
れ
た
書
体
で

あ
っ
た
と
、
私
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
手
控
え
や
下
書
き
（
草
稿
）
な
ど
の
草
卒
の
書
を
記
す
時
に
は
、
老
年
に
な
っ
て
も
、
壮
年
期
の

よ
う
な
連
綿
が
長
く
流
麗
で
筆
線
が
細
く
勁
い
書
を
書
き
続
け
て
い
た
と
思
う
。
こ
の
考
え
は
、
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
今
、
証
明
さ
れ

た
の
で
あ
る
。「
新
勅
撰
草
稿
切
」
が
確
か
に
定
家
七
一
歳
か
ら
七
三
歳
の
間
の
筆
跡
で
あ
る
と
自
然
科
学
的
に
証
明
さ
れ
、
そ
の
連
綿
が

長
く
流
麗
で
筆
線
が
細
く
勁
い
筆
跡
が
、
約
三
〇
年
前
の
定
家
の
壮
年
の
筆
跡
で
あ
る
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

約
三
〇
年
の
隔
た
り
が
あ
る
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
と
「
新
勅
撰
草
稿
切
」
が
よ
く
似
た
筆
跡
で
あ
る
の
は
、
二
つ
の
書
が
と

も
に
他
人
の
目
を
意
識
し
た
清
書
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
の
下
書
き
（
草
稿
）
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
定
家
は
壮
年
か
ら
老
年

に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
定
家
様
と
い
う
写
本
を
と
る
の
に
適
し
た
書
風
を
確
立
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
た
め
に
書
く
日
常
体
の
筆
跡
は
、

壮
年
期
の
日
常
体
の
筆
跡
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
筆
跡
で
書
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
詳
細
は
別
稿
（『
聚
美
』
Ｖ
Ｏ
Ｌ
37　

聚
美
社
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。



六　

伝
後
光
厳
院
筆　

竹
取
物
語
切

　
「
物
語
の
い
で
き
は
じ
め
の
祖
」
と
さ
れ
、
物
語
文
学
史
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
を
し
め
る
竹
取
物
語
で
あ
る
が
、
古
写
本
に
恵
ま
れ
て

い
な
い
。
古
め
か
し
い
非
現
実
的
な
物
語
と
み
な
さ
れ
、
次
第
に
読
ま
れ
ず
、
書
写
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
最
も
古

い
写
本
は
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
奥
書
の
紹
巴
本
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
書
写
の
武
藤
本
（
天
理
大
学
付
属

天
理
図
書
館
蔵
）、
そ
の
他
の
本
は
す
べ
て
近
世
初
期
以
降
の
書
写
本
で
あ
る
。

　

伝
本
は
通
行
本
系
統
と
古
本
系
統
本
に
大
別
さ
れ
て
い
る
（
中
田
剛
直
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』
塙
書
房
、
一
九
六
五
）。

古
本
系
の
写
本
は
稀
少
で
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
奥
書
の
新
井
本
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
本
系
に
も
本
文
の
乱
れ
が

あ
り
、
改
訂
・
改
竄
の
あ
と
が
あ
る
（
片
桐
洋
一 

日
本
古
典
文
学
全
集
『
竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

大
和
物
語 

平
中
物
語
』
の
解
説 

小
学

館
、
一
九
七
七
）。
両
系
統
と
も
に
誤
り
の
少
な
く
な
い
改
訂
本
文
な
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
劣
悪
な
本
文
状
況
の
中
、
古
本
系
と
も
通
行
本
系
と
も
異
な
り
（
田
中
登
「
物
語
古
筆
切
覚
書
」『
平
安
文
学
の
新
研
究
』
神
典

社
、
二
〇
〇
六
）、
書
写
年
代
が
室
町
時
代
初
期
く
ら
い
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
古
筆
切
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
伝
後
光
厳
院
筆
（
二
条

為
定
と
す
る
極
め
も
あ
る
）
の
古
写
本
の
断
簡
で
あ
る
。
田
中
登
「
物
語
古
筆
切
覚
書
」（
前
掲
）
に
は
、
一
〇
葉
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。

「
五
人
の
求
婚
者
紹
介
」
の
段
の
一
葉
（
九
行
）、「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
の
段
の
一
葉
（
三
行
）、「
火
鼠
の
皮
衣
」
の
段
の
一
葉
（
九
行
）、

「
龍
の
首
の
玉
」
の
段
の
二
葉
（
九
行
・
九
行
）、「
燕
の
子
安
貝
」
の
段
の
一
葉
（
八
行
）、「
帝
の
求
婚
」
の
段
の
四
葉
（
九
行
・
九
行
・

八
行
）
で
あ
る
。

　

新
た
に
、
冒
頭
近
く
の
「
か
ぐ
や
姫
の
生
い
立
ち
」
の
段
の
一
葉
が
出
現
し
た
。
極
札
は
後
光
厳
院
。
料
紙
は
、
縦
九
・
七
セ
ン
チ
、

横
九
・
六
セ
ン
チ
。
料
紙
の
年
代
測
定
の
た
め
左
端
を
一
ミ
リ
切
断
し
た
ゆ
え
、
元
は
横
九
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
の
本
文
の

特
徴
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（「
平
安
時
代
物
語
文
学
の
古
筆
切
新
出
資
料
」『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
七
九
号
、
二

〇
二
〇
年
三
月
）。

　

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
6
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
６
４
４
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の

誤
差
範
囲
６
４
４
±
２
１
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
２
９
２
（
１
２
９
９
）
１
３
１
０
、
１
３
６
０
（
１
３
６
９
、
１

四
三

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅲ
（
池
田
・
小
田
）



四
四

３
８
０
）
１
３
８
７
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
６
４
４
±
４
２
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
２
８
５
（
１
２

９
９
）
１
３
２
１
、
１
３
４
８
（
１
３
６
９
、
１
３
８
０
）
１
３
９
２
で
あ
っ
た
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年

代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ
ば
、
炭
素
14
年
代
６
４
４
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
二
九
九
年
、
一
三
六
九
年
、

一
三
八
〇
年
の
三
つ
の
可
能
性
が
あ
り
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
二
八
五
年
、
下
限
が
一
三
九
二
年
で
あ
る
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
に

か
け
て
の
書
写
で
あ
っ
た
。

図 6 　竹 取 物 語

な
る
ひ
と
に
な
り
ぬ
れ
は
か
み
あ

け
な
と
さ
け
す
か
し
て
か
み
あ

け
さ
せ
ても

き
す
丁
の
う
ち
よ
り
も

い
た
さ
す
い
つ
き
や
し
な
ふ
こ
の

ち
こ
の
か
た
ち
の
き
よ
ら
な
る
こ
と

世
に
な
く
や
の
中
は
く
ら
き
と
こ
ろ

な
く
ひ
か
り
み
ち
た
り
お
き
な

の
心
地
あ
し
く
く
る
し
き
と
き

も
こ
の
こ
を
み
れ
は
く
る
し
き



表
6　

伝
後
光
厳
院
筆　

竹
取
物
語
切
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

６
４
４
±
２
１	�



１
２
９
２
（
１
２
９
９
）
１
３
１
０
、
１
３
６
０
（
１
３
６
９
、
１
３
８
０
）
１

３
８
７

　
　

    
±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
２	�



１
２
８
５
（
１
２
９
９
）
１
３
２
１
、
１
３
４
８
（
１
３
６
９
、
１
３
８
０
）
１

３
９
２

Ⅱ　

平
安
時
代
書
写
の
装
飾
写
経

一　

伝
光
明
皇
后
筆　

鳥
下
絵
経

　

伝
光
明
皇
后
筆
「
鳥
下
絵
経
」
は
、
金
泥
・
銀
泥
で
鳥
・
蝶
・
草
花
の
下
絵
が
施
さ
れ
た
華
麗
な
装
飾
経
。
一
流
の
手
鑑
は
冒
頭
に
伝

聖
武
天
皇
筆
「
大
聖
武
」
を
押
し
、
次
に
こ
の
伝
光
明
皇
后
筆
「
鳥
下
絵
経
」
を
押
す
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
光
明
皇
后
筆
と
伝
称
さ

れ
る
が
、
和
様
の
字
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
、
一
一
世
紀
中
頃
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
書
写
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

多
く
は
法
華
経
で
あ
る
が
、
本
断
簡
は
観
普
賢
経
で
あ
る
。
天
台
宗
で
は
、
法
華
経
八
巻
の
開
経
と
し
て
無
量
義
経
を
、
結
経
と
し
て

観
普
賢
経
を
置
き
、
法
華
三
部
経
十
巻
と
し
て
書
写
さ
れ
た
。
無
量
義
経
と
観
普
賢
経
は
法
華
経
八
巻
と
一
体
で
あ
っ
た
。

　

鳥
下
絵
経
と
い
っ
て
も
数
種
類
が
伝
存
し
て
い
る
。
料
紙
が
丁
子
吹
き
の
も
の
、
藍
紙
の
も
の
、
茶
色
の
も
の
、
ま
た
界
線
が
金
界
の

も
の
と
銀
界
の
も
の
が
あ
る
。
本
断
簡
は
金
界
、
丁
子
吹
き
で
は
な
い
。

　

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
7
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
８
９
６
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の

誤
差
範
囲
８
９
６
±
２
２
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
０
５
２
（ 

）
１
０
８
０
、
１
１
５
２
（
１
１
５
９
）
１
１
６
６
。

2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
８
９
６
±
４
３
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
０
４
３
（ 

）
１
１
０
４
、
１
１
１
８

（
１
１
５
９
）
１
２
１
１
で
あ
っ
た
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ

四
五

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅲ
（
池
田
・
小
田
）



四
六

ば
、
炭
素
14
年
代
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
一
五
九
年
で
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
〇
四
三
年
、
下
限
が
一
二
一
一
年
で
あ
る
。
し
か
し
、

炭
素
14
年
代
の
中
央
値
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
一
一
五
九
年
を
含
む
誤
差
範
囲
の
部
分
、
一
一
一
八
年
か
ら
一
二
一
一
年
の
間
に
実
年
代
が

あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
平
安
時
代
も
末
期
、
一
二
世
紀
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で
測
定
し
た
も
の
の
中
で
同
様
の
誤
差
範
囲
を
示
す
も

の
に
、
伝
資
経
筆
堀
河
院
百
首
切
と
伝
寂
然
筆
村
雲
切
貫
之
集
が
あ
る
。
堀
河
院
百
首
切
の
2
σ
の
年
代
は
１
０
４
１
（ 

）
１
１
０
８
、
１

１
１
７
（
１
１
５
９
）
１
２
１
３
、
村
雲
切
は
１
０
４
５
（ 

）
１
０
９
５
、
１
１
２
０
（ 

）
１
１
４
１
、
１
１
４
７
（
１
１
６
０
）
１
２

１
４
で
あ
る
。
本
断
簡
は
こ
れ
ら
と
同
じ
時
代
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
丁
子
吹
き
の
も
の
と
同
じ
書
写
年
代
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

図 7 　伝光明皇后筆蝶鳥下絵経

悪
不
善
業
但
當
誦
読
大
乗
経
典
此
方
等
経
是

諸
佛
眼
諸
佛
目
是
具
五
眼
佛
三
種
身
従
方

表
7　

伝
光
明
皇
后
筆　

蝶
鳥
下
絵
経
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 
Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

８
９
６
±
２
２	

１
０
５
２
（ 

）
１
０
８
０
、
１
１
５
２
（
１
１
５
９
）
１
１
６
６

　
　

    

±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
３	

１
０
４
３
（ 

）
１
１
０
４
、
１
１
１
８
（
１
１
５
９
）
１
２
１
１



二　

伝
承
筆
者
不
明　

久
能
寺
経
類
切

　

こ
の
装
飾
経
断
簡
の
ツ
レ
を
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
料
紙
装
飾
が
久
能
寺
経
や
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
に
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
久
能
寺
経
類
切
と
仮
称
し
て
お
く
。
丁
子
吹
き
に
金
銀
切
箔
・
銀
の
野
毛
、
銀
界
と
い
う
優
美
な
装
飾
経
で
あ
る
。

法
華
経
序
品
が
和
様
の
柔
和
な
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
縦
二
五
・
二
セ
ン
チ
、
横
八
・
七
セ
ン
チ
。

図 8 　久能寺経類切

薩
道
復
見
諸
佛
般
涅
槃
者
復
見
諸
佛
般
涅
槃

後
以
佛
舎
利
起
七
宝
塔
尒
時
弥
勒
菩
薩
作
是

念
今
者
世
尊
現
神
変
相
以
何
因
縁
而
有
此
瑞

今
佛
世
尊
入
于
三
昧
是
不
可
思
議
現
希
有
事

當
以
問
誰
誰
能
答
者
復
作
此
念
是
文
殊
師
利

　

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
９
３
３
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の

誤
差
範
囲
９
３
３
±
２
３
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
０
３
５
（
１
０
４
７
、
１
０
８
９
、
１
１
２
２
、
１
１
３
９
、
１

１
４
８
）
１
１
５
５
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
８
９
６
±
４
３
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
０
２
６
（
１
０

４
７
、
１
０
８
９
、
１
１
２
２
、
１
１
３
９
、
１
１
４
８
）
１
１
６
３
で
あ
っ
た
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年

代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ
ば
、
炭
素
14
年
代
９
３
３
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
〇
四
七
年
、
一
〇
八
九
年
、

一
一
二
二
年
、
一
一
三
九
年
、
一
一
四
八
年
の
五
つ
の
可
能
性
が
あ
り
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
〇
二
六
年
、
下
限
が
一
一
六
三
年
で
あ

四
七
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四
八

る
。
こ
れ
ま
で
の
百
点
以
上
の
測
定
結
果
か
ら
、
一
〇
五
〇
年
頃
か
ら
一
一
七
〇
年
頃
ま
で
の
資
料
は
同
じ
誤
差
範
囲
、
す
な
わ
ち
一
〇

三
〇
年
頃
か
ら
一
一
七
〇
年
頃
の
誤
差
範
囲
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
〇
五
〇
年
頃
か
ら
一
一
七
〇
年
頃

ま
で
の
資
料
は
、
そ
の
誤
差
範
囲
内
に
お
け
る
前
後
を
、
炭
素
14
年
代
年
代
測
定
で
は
判
別
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
久
能
寺
経
類
切

も
五
つ
の
可
能
性
の
内
の
い
ず
れ
に
実
年
代
が
近
い
の
か
判
断
で
き
な
い
。
同
じ
よ
う
な
誤
差
範
囲
を
示
し
た
も
の
に
十
巻
本
歌
合
が
あ

る
。
十
巻
本
歌
合
の
2
シ
グ
マ
の
較
正
年
代
は
、
１
０
２
４
（
１
０
４
８
、
１
０
９
９
、
１
１
１
９
、
１
１
４
２
、
１
１
４
７
）
１
１
６

０
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
久
能
寺
経
類
切
は
十
巻
本
歌
合
の
実
年
代
で
あ
る
一
一
五
〇
年
頃
の
可
能
性
も
あ
る
。
一
方
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
料
紙
装
飾
が
久
能
寺
経
に
似
通
う
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
久
能
寺
経
は
鳥
羽
法
皇
の
中
宮
で
あ
っ
た
待
賢
門
院

藤
原
璋
子
を
中
心
と
し
て
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
四
月
二
〇
日
か
ら
一
二
月
二
日
の
間
に
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
春
名
好
重
『
古

筆
大
辞
典
』
淡
交
社
、
一
九
七
九
年
）
の
で
、
一
一
三
九
年
、
一
一
四
八
年
の
あ
た
り
に
実
年
代
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
平
安
時
代
の
優
美
な
装
飾
経
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
無
い
。

表
8　

伝
承
筆
者
不
明　

久
能
寺
経
類
切
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

９
３
３
±
２
３	�


１
０
３
５
（
１
０
４
７
、
１
０
８
９
、
１
１
２
２
、
１
１
３
９
、
１
１
４
８
）
１

１
５
５

　
　

    

±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
７	�



１
０
２
６
（
１
０
４
７
、
１
０
８
９
、
１
１
２
２
、
１
１
３
９
、
１
１
４
８
）
１

１
６
３



Ⅲ　

後
代
の
写
し
と
推
測
さ
れ
る
歌
書
・
消
息

一　

源
義
家
藤
原
実
行
勘
弁
状

　

源
義
家
の
消
息
に
藤
原
実
行
が
返
事
を
書
い
た
勘
弁
状
が
あ
る
。
縦
二
八
・
七
セ
ン
チ
、
横
三
九
・
九
セ
ン
チ
。
古
筆
了
中
の
「
外
題
」

（
極
札
）
と
「
義
家　

実
行
公　

両
筆
消
息
極
」（
鑑
定
書
）
お
よ
び
添
状
（
読
み
）
が
付
属
し
て
い
る
。
極
札
の
表
に
は

「
八
幡
太
郎
義
家
朝
臣　

今
日
廿
九

八
條
大
相
国
実
行
公　

愛
宕
回
録 

印
」
と
、
裏
に
は
「
消
息
返
文
書
入　

両
筆
各
名
有
之　

丙
辰
二　

�

古
筆
了
仲�

」
と
あ
る
。
三
代
了
仲
が
丙
辰
す

な
わ
ち
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
二
月
に
極
め
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
三
代
了
仲
は
こ
の
年
に
没
し
て
い
る
。「
義
家　

実
行
公　

両
筆

消
息
極
」（
鑑
定
書
）
に
は
、「
八
幡
太
郎
義
家
朝
臣
消
息
／
遂
鑑
定
候
処
正
筆
相
違
無
之
／
世
ニ
稀
成
も
の
に
て
武
家
文
状
／
之
最
上
ニ

御
座
候
こ
と
に
文
言
も
／
宜
敷
賞
翫
ニ
御
座
候
御
脾
臓
／
可
被
遊
候
任
□
頼
極
認
進
上
／
仕
候
／
以
上
／
二
月
十
三
日
筆
跡
關
主
／
古
筆

了
仲
」
と
あ
る
。
添
状
の
解
読
は
写
真
版
の
下
に
翻
刻
し
た
が
、
存
疑
の
部
分
は
傍
線
を
施
し
（ 

）
内
に
私
案
を
、
解
読
が
な
さ
れ
て
い

な
い
部
分
は
（ 

）
内
に
私
案
を
示
し
た
。
義
家
の
本
文
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。

　

源
義
家
の
筆
跡
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、『
名
家
真
筆
帖
』
第
五
輯
第
六
輯
（
古
書
畫
出
版
協
會
、
明
治
二
五
年
）
に
「
源
義
家
書　

公
爵
徳
川
家
什
宝
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
消
息
が
あ
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
花
押
と
本
消
息
の
義
家
の
花
押
は
瓜
二
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
9
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
５
５
７
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の

誤
差
範
囲
５
５
７
±
２
０
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
３
３
０
（ 

）
１
３
３
９
、
１
３
９
７
（
１
４
０
６
）
１
４
１
３
。

2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
５
５
７
±
４
０
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
３
１
９
（ 

）
１
３
５
１
、
１
３
９
０

（
１
４
０
６
）
１
４
２
１
で
あ
っ
た
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ

ば
、
炭
素
14
年
代
５
５
７
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
四
〇
六
年
で
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
三
一
九
年
、
下
限
が
一
四
二
一
年

で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
後
代
の
写
し
で
あ
っ
た
。
読
み
難
さ
は
写
し
ゆ
え
の
嘘
字
が
あ
る

た
め
と
も
思
わ
れ
る
。

四
九
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五
〇

　

古
消
息
や
古
文
書
は
写
し
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
原
本
が
湮
滅
し
て
い
る
場
合
、
後
代
の
写
し
で
あ
っ
て
も
高
い
資
料
価

値
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
消
息
も
、
伝
存
稀
な
義
家
と
実
行
の
書
を
彷
彿
と
さ
せ
る
好
個
の
資
料
で
あ
る
。

図 9 　義家実行勘弁状

　
　
　
　

 

愛
宕
回
録
西
院
揃
（
抄
）
物

　
　
　
　
　

 

求
候
て
候
ハ
ヽ
可
宜
候

　
　
（
＼　
　

二
身
見
当　

□
□
拠
依
）

 

今
日
廿
九
巻
奥
良
超
得
参

 

同
冊
（
用
）
可
注
給
候
折
節
退
出
（
所
）
候

 

間
不
聴
今
日
了
他
事

（
＼
御
所
作
以
後
可
参
□
）

 
へ
も
以
後
連
日
参
會
之
時

 　
　
　
　
　

＼

 
可
懸
心
事
候
恐
惶
謹
言

 　
　

＼　

　
　
　
　
　
実
行

 　
　

十
（
廿
）
八
日
　
義
家

表
9　

源
義
家
藤
原
実
行
勘
弁
状
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 
Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

５
５
７
±
２
０	

１
３
３
０
（ 

）
１
３
３
９
、
１
３
９
７
（
１
４
０
６
）
１
４
１
３

　
　

    

±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
０	

１
３
１
９
（ 

）
１
３
５
１
、
１
３
９
０
（
１
４
０
６
）
１
４
２
１



二　

二
十
巻
本
類
聚
歌
合　

天
延
三
年
二
月
一
七
日
庚
申
堀
河
権
中
納
言
朝
光
歌
合
切

　

こ
の
断
簡
は
料
紙
斐
紙
、
雲
母
が
撒
か
れ
て
い
る
。
縦
二
六
・
〇
セ
ン
チ
、
横
七
・
五
セ
ン
チ
。
天
延
三
年
二
月
一
七
日
庚
申
堀
河
権

中
納
言
朝
光
歌
合
の
一
五
番
と
一
六
番
の
歌
（
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
一
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
に
よ
る
）
が
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
題
・
左
・
右
・
勝
敗
付
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
延
三
年
二
月
一
七
日
庚
申
堀
河
権
中
納
言
朝
光
歌
合
か
ら

の
抄
出
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
五
番
歌
「
い
と
の
か
と
り
」
は
、『
平
安
朝
歌
合
大
成
一
』
で
は
「
い
と
の
た
よ
り
」
で
、
本
断
簡
の
誤

写
。
一
六
番
歌
「
み�
え�
ぬ
」
の
「
え
」
は
字
形
整
わ
ず
「
え
」
に
見
え
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
本
断
簡
は
後
代
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。
ち

な
み
に
、
こ
の
歌
合
は
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
の
一
巻
と
し
て
久
松
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
所
在
不
明
。

図10　朝 光 歌 合

え
た
よ
は
み
ヽ
た
れ
や
す
な
る
あ
を
や

き
の
い
と
の
か
と
り
に
風
な
よふ

きり
こ
そ

た
に
か
は
の
ふ
き
あ
け
に
た
て
る
た
に
や

な
き
え
た
の
い
と
ま
も
み
え
ぬ
は
る
か
な

　

こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
表
10
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
の
中
央
値
が
５
６
５
［
Ｂ
Ｐ
］
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の

誤
差
範
囲
５
６
５
±
２
０
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
３
２
６
（ 

）
１
３
４
３
、
１
３
９
４
（
１
４
０
３
）
１
４
１
０
。

2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
５
６
５
±
４
０
［
Ｂ
Ｐ
］
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
１
３
１
６
（ 

）
１
３
５
５
、
１
３
８
９

（
１
４
０
３
）
１
４
１
８
で
あ
っ
た
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
誤
差
範
囲
に
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
2
シ
グ
マ
の
値
で
説
明
す
れ

ば
、
炭
素
14
年
代
５
６
５
［
Ｂ
Ｐ
］
に
該
当
す
る
暦
年
代
が
一
四
〇
三
年
で
、
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
三
一
六
年
、
下
限
が
一
四
一
八
年

で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
予
想
ど
お
り
後
代
の
写
し
で
あ
っ
た
。
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五
二

表
10　

二
十
巻
本
類
聚
歌
合　

天
延
三
年
二
月
十
七
日
庚
申
堀
川
院
権
中
納
言
朝
光
歌
合
切
の
測
定
結
果

　
　
　
　
　

炭
素
14
年
代
［
Ｂ
Ｐ
］	

較
正
年
代
［
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
］

　
ａ
ｖ.
±
1
σ　
　

５
６
５
±
２
０	

１
３
２
６
（ 

）
１
３
４
３
、
１
３
９
４
（
１
４
０
３
）
１
４
１
０

　
　

    
±
2
σ　
　
　
　
　

±
４
０	

１
３
１
６
（ 

）
１
３
５
５
、
１
３
８
９
（
１
４
０
３
）
１
４
１
８

注

（
1
）	

池
田
和
臣
・
小
田
寬
貴
「
加
速
器
質
量
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